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【概 要】

地球の気候変動メカニズムを解明するために極地氷床氷の分析や氷床モデリングが盛

んに行われているが、分析データの解釈やモデル構築のうえで極めて重要である氷床中

のミクロ物理化学プロセスについては未解明な部分が多い。特に氷床中の氷結晶の変形

機構や変形に伴う結晶集合組織の変化、含有不純物分布の時間空間的変化などはそのプ

ロセスを実験室で再現することが困難なため殆ど研究が進んでいない。本研究では、最

先端のレーザー応用工学を導入し、氷床中の氷結晶変形機構の解明と流動に伴う氷中の

環境・気候指標物質の挙動の解明を目的として、期間内に以下の研究を行う。(1)現在開

発中のレーザー干渉測長技術を用いて、氷の拡散クリープ領域でのナノメートルオーダー

の微小変位の観測手法を確立する。(2)これまでに我々が開発したレーザーアブレーショ

ンによる微小領域の含有不純物分析技術をさらに発展させ氷結晶中の不純物分布構造そ

の熱力学的挙動を調べる。(3)氷床中のミクロ物理化学プロセスを実験室で再現し、氷床

氷の結晶集合組織発達と含有不純物との相互作用を含めた氷床氷変形機構図の構築を目

指す。

【期待される成果】

氷床中の流動メカニズムと流動に伴う微量含有不純物の挙動が解明されれば、氷床中

で起きている物理化学プロセスの全体像を把握する事が出来る。まず氷床ダイナミック

スの分野では現在 Glen の流動則が仮に用いられているが、新しい構成方程式を構築する

ことにより、氷床モデリングの分野に大変革をもたらす。またコア解析の分野では流動

モデルによる年代計算や結晶組織モデルによる古環境の復元が大きく進展するだけでな

く、環境・気候指標物質（微量不純物）の氷床内部での再分布について重要な知見を得

る事が出来、古環境復元のためのコアデータの解釈に大きく貢献する。
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